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野菜缶詰の供給・市場動向 Ⅱ

前号では，野菜缶詰主要品目の「たけのこ」「スイート
コーン」「アスパラガス」の供給事情，市場動向，これま
での歴史について解説したが，今号では「マッシュルーム」
「トマト」「多種多様な野菜の缶びん詰」について解説する．
洋食等で多彩なメニューがある品目であるとともに，消費
者の健康志向にも応えられる．他方，原料，製品ともに輸
入依存度が高い品目である．

………………………………………… 上田廣志
ー輸入依存度，数量で89％，金額で85％ー

電子レンジで加熱可能な缶詰
『レンジ de 缶®』の開発について

大和製罐㈱は，缶詰に専用ノンスパークキャップⓇを装着
し，国内で初めて電子レンジ加熱可能な「レンジde缶Ⓡ」
を開発した．移し替えや湯煎の手間を省きつつ，湯煎比で
約78％のCO2排出削減が見込まれる．課題は缶底部で発生
するスパーク防止と，溶けや焦げが生じないキャップ材料
の選定であり，加熱試験と電界強度シミュレーション，
実験計画法を組み合わせて最適条件を探索した．庫内金属
部との電界干渉を距離で断つ設計と低誘電正接の樹脂材料
を採用し，機種差を超えて安全に加熱できるキャップ構造
を実証した．さらに量産仕様と誤操作リスク低減策を整え，
移し替え不要で環境負荷低減にも資する新たな缶詰加熱カ
テゴリを提案する．
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